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-横手市は過去 5年、除雪費に 12 億円以上支出し、

これに道路や流雪溝整備費等が加わる。

-旧市街地のスポンジ化と、新市街地とのギャップ

が広がり、環境と新旧市街地の施設配置等から、

都市縮小の方向性を決めることが重要と考える。

-高齢化率も全国と比較して高く、豪雪地帯に位

置し、広大な県面積に対するインフラ維持が困難

である。

1.辺型 2.結目型 3.枝型 4.節型 5.中継型
公 福島県立会津学鳳中学校・高等学校 ● ●
私 海陽中等教育学校 ●
私 足立学園中・高等学校 ●
公 富山市立芝園小・中学校 ●
公 鹿沼市立西中学校 ●
公 宇土市立宇土小学校 ●
公 宇土市立網津小学校 ●
公 箕面市立止々呂美小学校・中学校 ●
公 安中市立九十九小学校 ● ●
公 府中市立府中小学校・中学校 ●
公 川崎市立御幸小学校 ●
公 士別市立糸魚小学校 ●
公 川上村立川上中学校 ●
公 芦北町立佐敷小学校 ●
公 神戸市立玉津第一小学校 ●
公 長岡市立東中学校 ● ●
公 山鹿市立山鹿小学校 ●
公 長岡市立和島小学校 ●
公 大田原市立黒羽中学校 ● ●
公 長岡市立宮内中学校 ● ●
公 東京都港区立六本木中学校 ● ● ●
公 韮崎市立韮崎西中学校 ●
公 福井市立至民中学校 ●
公 秋田県立大館国際情報学院中・高等学 ●
公 揖斐川町立谷汲小学校 ● ●
公 富津市立富津中学校 ●
公 行方市立玉造中学校 ●
公 妙高市立新井南小学校・ひまわり保育園 ● ●
公 尾花沢市立福原中学校 ●
公 横浜市立十日市場小学校 ● ●
公 那覇市立城東小学校 ●
公 柳井市立柳井小学校 ●
公 鈴鹿市立旭が丘小学校 ● ●
公 大月市立猿橋小学校 ● ●
私 学校法人日出学園日出小・中・高等学校 ●
公 草加市立谷塚小学校 ● ●
公 多気町立佐奈小学校 ● ●
公 大山町立名和小学校 ●
公 小谷村立小谷小学校 ●
公 浦安市立明海南小・明海中学校 ●
公 品川区立小中一貫校日野学園 ● ●
私 淑徳学園愛知淑徳中・高等学校 ●
私 東北学院東北学院中・高等学校 ●
公 秋田県立横手清稜学院 ●
公 土佐市立波介小学校 ●
公 佐世保市立清水小学校 ●
公 西予市立魚成小学校 ●
公 志木市立志木小学校 ● ●
公 静岡大成中・高等学校 ●
公 下関市立豊北中学校 ●
公 南房総市立嶺南中学校 ●
公 武蔵野市立大野田小学校 ● ●
公 戸田市立芦原小学校 ● ●
公 南部町立名川中学校 ●
公 綾川町立綾上小学校 ●
私 西南学院西南学院小学校 ●
公 金山町立明安小学校 ●
公 砺波市立出町小学校 ●
公 比内町立扇田小学校 ● ●
公 相模原市立富士見小学校 ●
公 長岡市立阪之上小学校 ●
公 柳田村立柳田小学校 ● ● ●
公 呉市立川尻小学校 ● ●
公 南山城村立南山城小学校 ●
公 横須賀市立大塚台小学校 ● ●
公 旭町立旭中学校 ●
公 白石市立白石第二小学校 ●
公 稲城市立長峰小学校 ●
公 彦根市立若葉小学校 ● ●
公 学校組合立要田中学校 ● ●
公 石橋町立石橋中学校 ●
公 千葉市立打瀬中学校 ● ●
公 千葉市立打瀬小学校 ●
公 棚倉町立社川小学校 ● ●
私 矢野学園八王子実践中・高等学校 ● ●
公 御杖村立御杖小学校 ●
公 吉備中央町立吉備高原小学校 ● ●
公 倉敷市立玉島北中学校 ●
公 目黒区立緑ヶ丘小学校 ●
公 楢川村立贄川小学校 ●
公 八王子市立みなみ野小学校 ●
公 武蔵野市立千川小学校 ● ●
公 氷見市立海峰小学校 ● ●
公 三隅町立三隅小学校 ●
公 印西市立原小学校 ●
公 邑南町立羽須美中学校 ● ●
公 世田谷区立桜丘小学校 ●
私 立教池袋中学・高等学校 ● ●
公 山田市立下山田小学校 ●
公 出石町立出石中学校 ● ●
公 鎌倉市立御成小学校 ●
公 丸亀市立城乾小学校 ●
公 広島市立矢野南小学校 ●
公 太田市立休泊小学校 ● ●
公 瀬戸市立品野台小学校 ●
公 芦屋市立宮川小学校 ●
公 稲城市立若葉台小学校 ●
公 稲城市立稲城第六中学校 ●
公 黒羽町立両郷中学校 ●
私 獨協中学・高等学校 ●
公 篠山市立篠山中学校 ●
公 射水市立堀岡小学校 ●
公 豊後大野市立緒方中学校 ● ● ●
私 鶴学園なぎさ公園小学校 ●
公 新地町立駒ヶ嶺小学校 ●
公 聖籠町立聖籠中学校 ●
私 早稲田実業学校 ●
公 早川町立早川北小学校 ●
公 港区立高陵中学校 ●
公 東海村立白方小学校 ● ●
公 伊勢崎市立北小学校 ●
公 品川区立八潮学園小・中学校 ●
公 高山市立中山中学校 ●
公 目黒区立目黒中央中学校 ● ●
公 南会津町立舘岩小学校 ●
公 川崎市立はるひ野小・中学校 ●
公 黒松内町立黒松内中学校 ● ●
公 伊那市立伊那東小学校 ●
私 学校法人内田学園七沢希望の丘初等学 ●
公 日立市立駒王中学校 ●
公 秋田市立御所野学院中学・高等学校 ●
公 久万町立父二峰小学校 ●
私 湘南学園湘南学園小学校 ●
公 黒部市立宇奈月小学校 ● ●
公 近江八幡市立金田小学校 ●
公 大多喜町立老川小学校 ●
私 四天王寺学園小学校 ● ●
私 同志社小学校 ●
公 山形村立立繋小学校 ●
公 胆沢町立若柳小学校 ●
公 見附市立今町小学校 ●
公 富山市立豊田小学校 ●

公私 施設名
管理諸室の配置構成タイポロジー

1.辺型 2.結目型 3.枝型 4.節型 5.中継型
公 福島県立会津学鳳中学校・高等学校 ● ●
私 海陽中等教育学校 ●
私 足立学園中・高等学校 ●
公 富山市立芝園小・中学校 ●
公 鹿沼市立西中学校 ●
公 宇土市立宇土小学校 ●
公 宇土市立網津小学校 ●
公 箕面市立止々呂美小学校・中学校 ●
公 安中市立九十九小学校 ● ●
公 府中市立府中小学校・中学校 ●
公 川崎市立御幸小学校 ●
公 士別市立糸魚小学校 ●
公 川上村立川上中学校 ●
公 芦北町立佐敷小学校 ●
公 神戸市立玉津第一小学校 ●
公 長岡市立東中学校 ● ●
公 山鹿市立山鹿小学校 ●
公 長岡市立和島小学校 ●
公 大田原市立黒羽中学校 ● ●
公 長岡市立宮内中学校 ● ●
公 東京都港区立六本木中学校 ● ● ●
公 韮崎市立韮崎西中学校 ●
公 福井市立至民中学校 ●
公 秋田県立大館国際情報学院中・高等学 ●
公 揖斐川町立谷汲小学校 ● ●
公 富津市立富津中学校 ●
公 行方市立玉造中学校 ●
公 妙高市立新井南小学校・ひまわり保育園 ● ●
公 尾花沢市立福原中学校 ●
公 横浜市立十日市場小学校 ● ●
公 那覇市立城東小学校 ●
公 柳井市立柳井小学校 ●
公 鈴鹿市立旭が丘小学校 ● ●
公 大月市立猿橋小学校 ● ●
私 学校法人日出学園日出小・中・高等学校 ●
公 草加市立谷塚小学校 ● ●
公 多気町立佐奈小学校 ● ●
公 大山町立名和小学校 ●
公 小谷村立小谷小学校 ●
公 浦安市立明海南小・明海中学校 ●
公 品川区立小中一貫校日野学園 ● ●
私 淑徳学園愛知淑徳中・高等学校 ●
私 東北学院東北学院中・高等学校 ●
公 秋田県立横手清稜学院 ●
公 土佐市立波介小学校 ●
公 佐世保市立清水小学校 ●
公 西予市立魚成小学校 ●
公 志木市立志木小学校 ● ●
公 静岡大成中・高等学校 ●
公 下関市立豊北中学校 ●
公 南房総市立嶺南中学校 ●
公 武蔵野市立大野田小学校 ● ●
公 戸田市立芦原小学校 ● ●
公 南部町立名川中学校 ●
公 綾川町立綾上小学校 ●
私 西南学院西南学院小学校 ●
公 金山町立明安小学校 ●
公 砺波市立出町小学校 ●
公 比内町立扇田小学校 ● ●
公 相模原市立富士見小学校 ●
公 長岡市立阪之上小学校 ●
公 柳田村立柳田小学校 ● ● ●
公 呉市立川尻小学校 ● ●
公 南山城村立南山城小学校 ●
公 横須賀市立大塚台小学校 ● ●
公 旭町立旭中学校 ●
公 白石市立白石第二小学校 ●
公 稲城市立長峰小学校 ●
公 彦根市立若葉小学校 ● ●
公 学校組合立要田中学校 ● ●
公 石橋町立石橋中学校 ●
公 千葉市立打瀬中学校 ● ●
公 千葉市立打瀬小学校 ●
公 棚倉町立社川小学校 ● ●
私 矢野学園八王子実践中・高等学校 ● ●
公 御杖村立御杖小学校 ●
公 吉備中央町立吉備高原小学校 ● ●
公 倉敷市立玉島北中学校 ●
公 目黒区立緑ヶ丘小学校 ●
公 楢川村立贄川小学校 ●
公 八王子市立みなみ野小学校 ●
公 武蔵野市立千川小学校 ● ●
公 氷見市立海峰小学校 ● ●
公 三隅町立三隅小学校 ●
公 印西市立原小学校 ●
公 邑南町立羽須美中学校 ● ●
公 世田谷区立桜丘小学校 ●

公私 施設名
管理諸室の配置構成タイポロジー

1.辺型 2.結目型 3.枝型 4.節型 5.中継型
公私 施設名

管理諸室の配置構成タイポロジー

事例数 :57/132

事例数 :1/132

事例数 :1/132

事例数 :84/132

事例数 :30/132

- 25 ～ 30 人の小規模学級による個別指導の充実

- 教育専門監が、先生の先生となることで

授業レベルを底上げ

⇒分厚い中間学力層への底上げ

円環構成を持ち、チャンクの非分岐点に

管理チャンクを有するパターン

円環構成を持ち、チャンクの分岐点に

管理チャンクを有するパターン

円環構成から分岐した袋小路に管理

チャンクが形成されたパターン

奥の階層に至るために、円環ではない

構成上の管理チャンクを必ず

経由するパターン

円環構成を持たず、チャンクの分岐点に

管理チャンクを有するパターン

既往論文１：平尾雅之 , 石田壽一

既往論文 2：坂本一成 , 塚本由晴ら

本研究：

『結束室』の動線構成×歴史的な構成の変遷

『間室』の接続構成×間室の性質「内/外/高さ」

＝シークエンス構成

閉鎖 /管理 / 開放のゾーニング

×経路による配置と室の接続関係

「線形図式化による小学校建築における室連結の構成形式

に関する考察 小学校建築の空間構成に関する研究（その２）」

, 日本建築学会大会学術講演梗概集（北海道）,2004 年 8 月

「建築構成学　建築デザインの方法」

, 実教出版 ,2012 年 3 月

分岐によって、

多様な主体が

干渉を起こさず、

目的の室に到達可能か

ある機能の室を

横切るか/迂回できるか

という関係に着目

「分岐室・垂直室/非分岐室」

と定め、各室に想定され

た「行為」から室を分節

【主題】 【要素の定義】 【分析例と用語の定義】

全国学力テスト上位の基礎学力教育

- 他の地方に勝る魅力の可能性

-人口減衰と維持困難 -雪害と都市情勢

-雪害と都市情勢

-今後の解放活動の主な方向性

-研究から設計への流れ

⇒余裕教室の転用

-H25 年度時点で 65,000室

-6 割が放課後児童クラブ・子供教室へ転用

⇒床面積の圧縮による複合化

- 図書館や市民ホール等の老朽化と、学校統合

に伴う複合化による面積圧縮と解放利用

⇒公設民営による休校時の解放利用

- 民学連携による指導強化への期待
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耐用年数に未だ余裕はあるが、

基礎学力と両輪を成す、「生きる力」を育むため、

『他者』との触れ合いを極力増やしながら、

小規模学習の利点を崩さない規模で統合を行う。

また、旧市街地で狭隘・設備老朽の迫っている

市立図書館を複合化し、地域開放活動を行う。

-周辺公共施設の竣工年・改修年・規模

_ 雪国地方行政生き残りの第 1ステップ

００_目的と背景

０1_研究の位置付け ０2_研究の方法

０3_分析・考察結果

　秋田県は高齢化率と人口減少数で全国ワーストが続き、

豪雪によるインフラ整備の負担や安全面からも、

縮小社会での生き残りが危ぶまれる。

　この田舎が他の地方に勝る魅力の一つに、

基礎教育力の高さが挙げられる。

　これを強調し、地域の生き残りと活性化戦略のために、

施設開放を主眼とした、周辺小中校の統廃合による、

小中一貫校を提案し、都市縮小プロセスの基点と位置付ける。

　地域活動の拠点となる小中学校は、近年、開放領域が拡大

し、従来は先生と子供たちで構成されていた校内の動線が、

外部利用者の増加によって複雑化すると考えられる。

　そこで本研究では、小中学校の動線構成を、多様な事例を

統一して比較するために、線形図式を用いて、地域開放の面

から分析する。

　その結果を手掛かりに、敷地等の条件と組合わせて設計を

行い、プロセス毎に、再び線形図式で評価と行い、後のスタ

ディに反映させることで、動線構成の機能性を確認しながら

案を発展させる。

　これにより、学校設計において具体的な形状・規模等の要

素に関係なく、諸室の配置と接続関係のみによる、

分析・評価の指標を広く与えられると考える。
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1）閉鎖系チャンクは開放系と分割かつ、開放系諸室への最短経路に

は配置しない。

2）管理諸室を集中配置する場合は、エントランスを単一に絞り、

下階に配置する。

3）なるべく全てのエントランスチャンクに管理諸室を間接続で

分散配置する。

4）管理諸室の配置構成は 5種確認され、「結目型」が管理下動線

本数の面から最も効果的である。

5）管理諸室間は分岐室を一つ挟む構成で配置するのが効果的である。

6）準開放諸室が管理諸室よりも奥に配置される円環構成の際には、

管理諸室を含む円環動線に配置、又は近接させる。

横軸：管理

縦軸：準開放

　線形図式による事例の比

較分析の結果、配置の分散

/集中傾向と、各諸室への

最短経路に対する管理の有

無が重要だと考え、タイポ

ロジーとしてまとめた。

　管理諸室は、視線による

監視だけでなく、【開放時

の窓口・案内】も兼ねる。

　管理諸室に接続している

動線にはその機能が及ぶ物

と考え、【管理下動線】と

して扱う。

　管理諸室数当りの動線本

数が多いほど、配置による

管理効率が高い構成になっ

ていると言える。

　準開放諸室は、閉鎖諸室

とチャンクが区別されてい

るか、同じチャンクに配置

されているかで、【分割 /

混在】に区別している。

　私物管理や安全面から、

混在配置は望ましい物とは

言えず、少なくとも最短経

路は管理されていることが

望ましいと考える。

jango survive / 小中学校の地域開放に関する線形図式を用いた動線構成の考察



比較的、上階に配置するのが望ましい準開放
諸室と、普通教室が混在する。動線的に混在
するのを防ぐため、校務センターを始めとす
る管理諸室を、全体の中心軸にブリッジで配
置し、セキュリティを確保する。

大部分の普通教室群を上階に上げ、セキュリ
ティを確保すると同時に、大空間の活動を上
から眺める生活により、子供が校内全体を把
握しやすい構成となる。

周囲に雪を落とさずに光を取り入れ、かつ半
外部の活動スペースを生むために、緩やかな
曲線屋根を置き、群造による柔らかなシンボ
ルとする。雪が積もることで、かまくらのよ
うなシルエットを作り出す。

大空間の図書館・ランチルーム・メインアリー
ナ・サブアリーナ・格技場を中心に、管理系
諸室以外の全てを地域開放に対応させる。大
空間のそれぞれが半外部空間や、周囲と接続
する仕組みを持ち、地域と繋がるきっかけと
なる。

１F：全開放フロア

２F：開放フロア＋管理ブリッジ

３F：閉鎖フロア

RF：ハイサイドライト＋克雪

カーテンウォールが開いて

屋外ステージへ

大型車両搬入口

統合される過疎地域からの住宅誘致

スーパーマーケット

敷地を駅へと抜ける路地

には大空間の活動シークエンス

路地に向かって作品を展示

落ち着いた路地側で読書

積雪時にも使える

低学年向けの遊び場

積雪時にも使える

部活の練習場

雪室で夏季冷房使用

校務センターがブリッジ配置で

開放・閉鎖ゾーンを分ける

校務センターがブリッジ配置で

開放・閉鎖ゾーンを分ける

新しい市内バスや

家庭からの送迎待合所

市内図書館

地域カフェと

交流の縁側空間

路地に向かって

歌を発表

冬にはスケートリンクとして開放

デン



既存の計画におけるコンパクト化のスケール（国土交通省 東北地方整備局 企画部広域計画課『東北発コンパクトシティのすすめ』より）

『近隣の都市間』

□同公共施設の統廃合と相互利用

□幹線道路の強化

…

『個々の市町村』

□スポンジ市街地の道路拡幅、

多機能住宅・コーポラティブな建て替え

□市街化調整区域の徹底

□街中ストックの利用

□中心市街地への病院、庁舎等の立地誘導

□中心市街地の歩道や市内バス整備

…

『都市と農村間』

□デマンドバスの活用

□廃校の交流施設化

□産地直売所の設置

…
■現状の日常消費拠点となるスーパーを起点に駅方向へ発展

■統合される過疎地域から学校周辺へ住宅を誘致

→旧市街地の住宅密度を下げ、新市街地とフラットな中密度に近づける

■生きた学校をメインの交流拠点とし、廃校を複合的な市場へ転用

公 八王子市立みなみ野小学校 ●
公 武蔵野市立千川小学校 ● ●
公 氷見市立海峰小学校 ● ●
公 三隅町立三隅小学校 ●
公 印西市立原小学校 ●
公 邑南町立羽須美中学校 ● ●
公 世田谷区立桜丘小学校 ●
私 立教池袋中学・高等学校 ● ●
公 山田市立下山田小学校 ●
公 出石町立出石中学校 ● ●
公 鎌倉市立御成小学校 ●
公 丸亀市立城乾小学校 ●
公 広島市立矢野南小学校 ●
公 太田市立休泊小学校 ● ●
公 瀬戸市立品野台小学校 ●
公 芦屋市立宮川小学校 ●
公 稲城市立若葉台小学校 ●
公 稲城市立稲城第六中学校 ●
公 黒羽町立両郷中学校 ●
私 獨協中学・高等学校 ●
公 篠山市立篠山中学校 ●
公 射水市立堀岡小学校 ●
公 豊後大野市立緒方中学校 ● ● ●
私 鶴学園なぎさ公園小学校 ●
公 新地町立駒ヶ嶺小学校 ●
公 聖籠町立聖籠中学校 ●
私 早稲田実業学校 ●
公 早川町立早川北小学校 ●
公 港区立高陵中学校 ●
公 東海村立白方小学校 ● ●
公 伊勢崎市立北小学校 ●
公 品川区立八潮学園小・中学校 ●
公 高山市立中山中学校 ●
公 目黒区立目黒中央中学校 ● ●
公 南会津町立舘岩小学校 ●
公 川崎市立はるひ野小・中学校 ●
公 黒松内町立黒松内中学校 ● ●
公 伊那市立伊那東小学校 ●
私 学校法人内田学園七沢希望の丘初等学 ●
公 日立市立駒王中学校 ●
公 秋田市立御所野学院中学・高等学校 ●
公 久万町立父二峰小学校 ●
私 湘南学園湘南学園小学校 ●
公 黒部市立宇奈月小学校 ● ●
公 近江八幡市立金田小学校 ●
公 大多喜町立老川小学校 ●
私 四天王寺学園小学校 ● ●
私 同志社小学校 ●
公 山形村立立繋小学校 ●
公 胆沢町立若柳小学校 ●
公 見附市立今町小学校 ●
公 富山市立豊田小学校 ●
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　本研究では、多様な事例を線形図式で一元化し、得られた結果を手掛かりに建築設計へと応

用した。提案も線形図を用いて発展させ、これを広範な学校の分析・評価手法として提示出来

たと考える。

しかし、誌面情報のみで室を分節しているため、実態把握の反映が今後の課題である。

敷地は市内でも代表的なスーパーマーケットと総合病院が近接し、駅から半径

1km以内にある。ここに近隣４校と、駅の東側で老朽・狭隘問題に悩む市立図書

館を統合・複合化する。

7m×8mを基本モジュールに全体規模を決定し、地上階は駅側へと伸びる外部路

地を中心に、ボリュームを 6分割して路地や広場を生む。上階は、下階の大空間

を中心にした、行き止まりの無い平面として全体を覆う大屋根になる。

０4_設計プロセス

０5_形態ダイアグラム

０6_都市縮小プロセスにおける位置づけ

０8_結
０7_提案内容 +各図面

01_開放領域のヒエラルキー反転 02_活動と接続の大屋根 03_路地への拡張

学校の一部を「間借り」する

関係を反転させ、開放室を中心

とし、関係の深い諸室を纏わせ、

た気積の大きな『ハコ』を造る。

立体的に一繋がりにすることで、

内外利用者の関係を近付ける。

冬期の積雪により、外部

の活動範囲が狭まるため、

大屋根を掛け、ハコの

上階全体を接続する。

下階の隙間には、敷地を

貫く路地空間が生まれる。

ハコの一面を路地に接し、

内外の連続性を生む。

ハコの連なりが、路地に

活動のシークエンスと、

半外部の場を生む。

1_敷地図 兼 1F平面図

2_断面図

3_ 2F 平面図

4_ 3F 平面図

5_ 設計概要

4_ コマ割り表

A

A

C C

D D

B

B

A-A断面図

B-B断面図

C-C断面図

D-D断面図



緊急車両動線

避難所1

避難所2

本部＋給仕

地震や豪雪による、市内住民

の避難時には、メインアリー

ナと格技場を避難所として開

放し、ランチルーム周辺は本

部として機能する。各スペー

ス間は、大屋根のある外部を

通過する。

児童・生徒は上階を中心に普

段通りの活動をしながら、避

難者とのコミュニケーション

も取り易い構成とした。

緊急開放時のゾーニング＋動線

敷地面積：約 32,800 ㎡

用途地域：第 1種低層住居専用地域

建ぺい率 /容積率：60％/200％

建築面積：約 12,000 ㎡（建ぺい率：36.6％）

延床面積：約 22,200 ㎡（容積率：67.6％）

学年構成：5[OS 方式 ] + 4[ 教科教室方式 ]

学級数：20[CL]+16[HB]+2[ 特支 ]

スーパーマーケット

←総合病院

待合所の団欒がこちらに移る

スーパーマーケット

ファッションセンター


